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コ イ ノ ニ ア
３月の礼拝テーマは「他者のために祈る」となっていますが、その背景には「東

た し や はい けい ひがし

日本大震災」があります。私たちの学校では、 2011年の夏から「城南ボランティア
に ほん だ い し ん さ い じよう なん

プロジェク ト 」 と題して数年間、被災地へボランテ ィアに行きました。次に、被災地
だ い ひ さ い ち

でフ ィールドワークを担当して くださった元教員の先生に来ていただいて、文化祭

で講演をしていただきました。それから２年生の修学旅行で福島を訪問し、今度は訪問先

の野口英世記念館の方に来ていただいて講演をしていただきました。毎年、みなさんが特

別礼拝で献げて くれた献金で、被災地に愛媛県産の伊予柑やみかんを送っています。そ 松山夜学校に入学し、ジャジソン宣教師や西村清雄のもとで勉学に励むと共に礼拝や
さ さ い よ かん

れに対してのお礼のお手紙も届きます。私たちの学校ではこのよ うな被災地の方々との交 祈り会、そして松山教会へ出席するようになった。彼の青年時代は夜学校と教会で過ごす

流を続けてきました。 時が大部分を占めていた。

1918(大正7)年に二神喜 十 (本校第二代校長)と共に同志社神学校に入学。卒業後、北
ふたがみ き じゆう

米ニューヨーク市ユニオン神学校やコロンビア大学、ドイツのマルブルク大学でキリス ト教史と哲学史を専攻。彼

のキリス ト教精神史の研究、バルト神学の紹介については立派な功績が認められている。 1927(昭和2)年から母
こ う せき

校同志社の神学部で教え始めた。後に教授となり、 1954(昭和29)年に神学部長になった。また「新島 襄 」
にい じ ま じよう

愛媛と東北はとても離れています。すぐに会いに行くことはできません。だからこそ私たち （同志社の創立者）を著作し、新島襄がキリスト者としていかに生きたかをまとめている。
と う ほ く はな ちよ さ く

は、祈りの中で被災地に生きる人々を覚え、その思いを見える形として“伊予柑”や“色紙” ＊参考文献『松山城南高等学校創立110周年記念 愛と信仰の詩』

おぼ

（毎年みかんの箱にメッセージ色紙を同封しています）に込めて送るのです。 魚木忠一は、同志社時報（同志社が発行している機関誌）「第56号 1975.11 創立100周年記念特集
どう ふう こ じ ほう き かん し

“ We will remember you forever!!～わたしたちは忘れない～” 号」でも取り上げられており、同志社大学の公式ＨＰ内で閲覧することが出来ます。（ 「同志社人物
えつ らん

この言葉を、被災地支援のテーマとして掲げてきました。祈ることから始まる関係をこれ 誌（39） 」で紹介されています。）
かか

からも大切にしていきたいと思います。

誰かのことを思って、誰かのために願って祈ることのできる喜びは、私たちの心を大き く広
だれ

げて くれます。自分の周りにいる誰かのために、 「他者のために祈る」 こ とを学校生活の中
ま わ

でもしてみてください！祈ることでみなさんの心が豊かに成長することを願っています。

１～２年生の聖書の授業で、被災地の方々へ送るメッセージ色紙を作成しました！

「恩恵（おんけい）」 「恩寵（おんちょう ） 」と読みます。

『キ リス ト教でいう恩恵は、やはり神の側からの、人間に対する態度、働きかけを言う。つ
がわ た い ど

ま り 、 イエス ・キ リス トの死と復活を通して示された「神の愛」を表現する言葉となっている。

－中略－イエス ・キ リ ス ト において表された神の恩恵、信仰によ って与えられる神の恩恵
ちゆう りやく

は、罪の許しの恩恵であり、和解の恩恵である。そればかりではな く新しい生命を得る恩恵

でもある、とされる。』 （ 「キリス ト教を知る事典」著者：外村民彦／ 教 文 館 ）
との むら たみ ひこ きようぶんかん

また恩恵・恩寵は、英語では“ Grace” とい う単語ですが、本校でも毎年礼拝で讃美して
さ ん び

いる “ Amaz ing Grace” (讃美歌21 451番 「 くすしきみ恵み」 )の歌詞に表されているよ うに、私

たちはいつも神さまの恩恵を受けて生きる存在です。悩んだり、迷ったり 、苦しいことがあっ

ても、神さまは絶対に私たちを見捨てず、愛をもって一緒に歩んでくださるのです。

月の予定

月間聖句 「わたしは、あなたがたのことを思い起こす度に、わたしの神に感謝し、
げ つ か ん せ い く

あなたがた一同のために祈る度に、いつも喜びをもって祈っています。 」

（フ ィ リピの信徒への手紙1:3-4）

月間テーマ 「他者のために祈る」

１１日（金） 3.11祈念礼拝

2011年 3月11日に起きた東日本大震災を覚えて礼拝を守ります。「わたしたち

は忘れない」という思いを大切にしたいと願っています。

松山学院ものがたり ＃１１ 同志社で学んだ先輩たち〈４〉 魚木忠一
う お き た だ かず

聖書・キリス ト教の漢字～これなんて読むの？～ ＃１１ 「恩恵・恩寵」
せ い し よ き よ う か ん じ よ

「わたしは、あなたがたのことを思い起こす度に、わたしの神に感謝し、
た び

あなたがた一同のために祈る度に、いつも喜びをもって祈っています。」

フ ィ リ ピの信徒への手紙1:3-4

☆今月の「喜ぶ人と共に」大賞☆ 被災地へ思いを届けよう！
こ ん げ つ よ ろ こ ひ と と も た い し よ う

被災地へ送るみかんを作って

くださ っ ている渡部寛志さん 。福

島県出身で 、 20 1 7年の文化祭で

講演していただきました。


